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令和６年１月９日（火）から第３学期がスタートしました。始業式では、３年生には、

大切な分岐点となる高校入試に向けて、学年全員で目標を達成する雰囲気を今まで以上

に大切にしてほしいことを伝えました。全校生には、３学期に意識してほしいこととし

て、「全校生で思いのこもった卒業証書授与式を創り上げること」と「当たり前のこと

を当たり前に行うこと」の２つを話しました。また、年末のＮＨＫの番組で「ＹＯＡＳ

ＯＢＩ」が曲「ＨＥＡＲＴ ＢＥＡＴ」を１８歳世代の１０００人と一緒に歌った様子

が放映され、歌声から一人一人の思いが伝わってきて私自身がとても感動したことを紹

介し、卒業式では、皆さんの思いを歌で保護者の皆様や地域の皆様に伝えてほしいこと

を話しました。

代表生徒による「新年の抱負」の発表もあり、３年生代表の伊藤さんが冬休みの学習への取組をよく振

り返り、この3学期の受験に向けた学習への意気込みをしっかりと話すことができました。冬休みは大き

な事故や怪我なく、3学期の良いスタートをきることができました。保護者の皆様のご支援に感謝申し上

げます。

３学期は５１日間（３年生は４５日間）と短いですが、子どもたちが満足感・達成感を味わい、充実し

た学校生活を送ることができるよう、保護者の皆様、地域の皆様と連携を図りながら教育活動を進めてま

いりますので、引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

１２月２６日（火）から２８日（木）までの３日間、東北中

学校バドミントン選手権大会が青森県黒石市で開催されまし

た。東北各県の予選を勝ち抜いた強豪が集まる中でも、子ども

たちは臆することなく戦い抜き、男子個人戦シングルスでは、

冬磨くんがベスト１６、男子団体戦ではベスト８というすばら

しい結果を残しました。特に団体戦２回戦の山形県第一代表と

の試合では、最終ゲームまでもつれる大接戦でしたが、集中力

をきらすことなく戦い、勝ちきることができました。相手に何

度もセットポイントを奪われながらも声を掛け合い、気持ちを

奮い立たせながら頑張る姿に胸が熱くなりました。

大会には、遠方での開催にも関わ

らず、たくさんの保護者の皆様に温

かい声援をいただきました。ありが

とうございました。また、大会に向

けて、バドミントン部ＯＢ会の皆様、

教育委員会の皆様にご支援いただい

たことにも深く感謝申し上げます。

１月１０日（水）から３日間、福島県中学校体育大会スキー競技がネ

コママウンテンスキー場を会場に行われ、本校からは、佐藤くんがジャイ

アントスラロームとスラロームの2種目に出場しました。佐藤くんはこれ

まで雪のない期間も陸上部や特設駅伝部の活動を通して足腰を鍛え、全国

大会出場という目標に向かって努力を積み重ねてきました。惜しくも目標

には届きませんでしたが、最後まで力強く、気持ちを込めて滑りきる姿が

印象的でした。よく頑張りました。お疲れ様でした。


